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「お互いに　未来を掴もう　共同参画」問合せ：市民協働推進課 平和・男女共同係　☎８９３-４４１１ 内線４２１
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　女団協は現在市内の7女性団体により組織されており、豊かで明るい家庭と平和な地域づくりに寄与することを
目的に活動しています。女性の活力アップのために、一緒に活動してみませんか？
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　7月1日（水）宜野湾市民の日に中央公民館で開催さ
れた「市政功労者表彰式典・祝賀会」において、女団協（女
性団体連絡協議会）は平成27年度の市政功労者に選ばれ
ました！
　女団協が平成21年から平成26年まで継続的に取り組
んできた「真栄原新町環境浄化パトロール」では、100
件以上あった違法風俗店を一掃するという成果を残し
ました。
　その他にも、女性リーダーの育成および資質の向上を
図ることを目的に会員を県外・海外研修に派遣しており、
その経験や知識を共有するため研修報告会も行ってい
ます。また、被災地への支援活動も実施しました。
　今回の受賞はこうしたさまざまな功績が認められた
もので、団体の受賞としては実に12年ぶりの快挙となり
ます。
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皆さんのご参加をお待ちしています。
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市女団協が市政功労者として表彰されました！市女団協が市政功労者として表彰されました！
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第13期 宜野湾市海外留学生　當間 菜月

●
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会

　
留
学
生
交
流
会
で
は
、
厦
門
市
集
美
区
の

他
大
学
の
留
学
生
、
さ
ら
に
地
元
の
小
学
生

た
ち
と
集
美
区
の
文
化
を
学
ぶ
バ
ス
ツ
ア
ー

に
参
加
し
ま
し
た
。
閩
南
文
化
の
民
俗
工
芸

を
学
ん
だ
り
、
牧
場
へ
行
っ
て
乗
馬
体
験
を

し
た
り
と
、
初
め
て
の
集
美
区
を
経
験
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、
他
大
学
の
留
学
生
と
交
流

す
る
こ
と
で
、
自
身
の
中
国
語
能
力
を
高
め

よ
う
と
思
え
る
い
い
刺
激
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
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夏
休
み
は
香
港
や
上
海
、
そ
れ
か
ら
友
人

の
地
元
の
湖
南
省
の
長
沙
に
旅
行
す
る
予
定

で
す
。
湖
南
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は
中
国
で
も
有
名
な
激
辛
料

理
の
地
区
で
す
の
で
、
そ
こ
で
し
か
味
わ
え

な
い
も
の
を
体
験
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
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八
月
の
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め
に
は
帰
国
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て
一
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間
の
留

学
生
活
は
終
了
と
な
り
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す
が
、
中
国
で
の

経
験
を
生
か
し
て
い
け
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
協

力
の
お
か
げ
で
大
き
な
問
題
も
無
く
、
一
年

間
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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厦
門
は
沖
縄
と
同

じ
よ
う
に
梅
雨
が
明

け
、季
節
は
す
っ
か
り

夏
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
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中
旬
に

大
学
の
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終
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ス
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が

終
わ
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の

留
学
生
過
程
を
修
了

し
、
夏
休
み
に
入
り

ま
し
た
。
留
学
生
生

活
の
締
め
く
く
り
と

い
う
形
で
、
学
校
で
は
、
留
学
生
の
中
国
語

コ
ン
テ
ス
ト
や
、
留
学
生
交
流
会
な
ど
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
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中
国
語
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自

分
の
故
郷
の
紹
介
と
中
国
で
の
生
活
の
様
子

の
発
表
、
一
芸
披
露
と
い
う
三
つ
の
テ
ー
マ

が
あ
り
、
故
郷
の
紹
介
で
は
沖
縄
の
歴
史
や

県
民
性
、
お
す
す
め
の
美
食
な
ど
を
紹
介
し

ま
し
た
。
一
芸
披
露
で
は
授
業
で
学
ん
だ
書

道
を
先
生
と
一
緒
に
披
露
し
ま
し
た
。
書
道

は
小
学
生
以
来
触
れ
た
こ
と
の
な
い
文
化

で
、人
前
で
披
露
す
る
の
は
と
て
も
緊
張
し

ま
し
た
。
結
果
と
し
て
は
、友
人
や
先
生
方
の

協
力
の
お
か
げ
で
三
位
に
入
賞
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
優
勝
は
な
ん
と
日
本
の
兵
庫

か
ら
厦
門
に
来

ら
れ
た
六
十
代

の
方
で
し
た
。

発
表
の
内
容
や

こ
れ
ま
で
の
経

験
談
な
ど
が
す

ご
く
興
味
深
く

大
変
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。

↑中国語コンテスト

↑留学生交流会（一段目左から2番目）

与那城米子会長（後列右端）

●▲公民館
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三世代交流子ども会エイサー

寿徳会民舞サークル 地域見守り隊

　振興基金を活
用して三世代輪
投げ大会、多く
の参加者で盛り
上がりました。

　子ども会のイベ
ントで最も活発な
エイサー。地域の
お父さんがエイサ
ー指導しています。

　区内の児童の
登下校時の見守
り活動。子ども
達からのあいさ
つでパワーをい
ただいています。

　毎年恒例の寿徳
会によるはごろも
祭りの演舞。

　
普
天
間
２
区
自
治
会

長
の
宮
里
久
と
書
記
の

安
次
富
奈
々
子
で
す
。

普
天
間
２
区
は
市
内
で

一
番
小
さ
な
行
政
区
で

す
が
、
地
域
で
支
え
合

い
、
協
力
し
て
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
毎
年
色
々

な
行
事
を
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
み
ん
な
で
楽

し
い
自
治
会
に
し
ま
し

ょ
う
。

三世代交流子ども会エイサー

寿徳会民舞サークル 地域見守り隊

三世代交流子ども会エイサー

寿徳会民舞サークル 地域見守り隊

普天間２区自治会
☎892-2796

新たな加盟団体を募集中！

　女団協 25 周年記念として、
自分の立場も相手の立場も尊
重し心豊かに過ごすための人
間関係について地域で考える

講演会「みんなのハッピーじのーん」を開催しました。

　3 市（宜野湾市・沖縄市・
浦添市）の女団協が集い、交
流会を開催しました。各団体
の活動報告のほか、課題の共

有と解決のために活発な意見交換が行われました。

女団協加盟団体
・市商工会女性部　　　　・市婦人連合会
・市赤十字奉仕団　　　　・翼の会ぎのわん
・市母子寡婦福祉会　　　・市レク愛好会
・市職員労働組合女性部

女団協25周年記念講演会（平成26年11月8日） 3市女団協交流会（平成27年2月27日）

新たな加盟団体を募集中！

平成26年度特別開催イベント


